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［
主
張
］ 

六
月
一
二
日
午
前
一
〇
時
（
日
本
時
間
）
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
セ
ン
ト
ー
サ
島
の
「
カ
ペ
ラ
・
ホ
テ
ル
」
に

お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
北
朝
鮮
金
委
員

長
が
対
面
、
歴
史
的
な
米
朝
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
た
。 

両
首
脳
は
挨
拶
の
後
、
し
ば
ら
く
二
人
き
り
で
会
談
を
行

い
、
そ
の
後
に
外
務
大
臣
な
ど
が
加
わ
っ
た
拡
大
会
合
や
ワ

ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
チ
な
ど
が
開
か
れ
、
両
首
脳
が
合
意
文
書

に
署
名
し
た
後
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
両
首
脳
は
当
日
中
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
発
し
、

無
事
帰
国
し
た
。  

                   

 

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
朝
鮮
戦
争
以
来
、
紆
余
曲

折
あ
っ
た
と
は
い
え
、
米
国
と
北
朝
鮮
は
長
ら
く
敵
対
関
係

に
あ
っ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
四
）
の
北
朝
鮮
の
核
危
機

に
お
い
て
は
、
当
時
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
北
朝
鮮
へ
の

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
真
剣
に
検
討
す
る
な
ど
切
迫
し
た
事
態
と

も
な
っ
た
。
現
在
も
朝
鮮
戦
争
は
あ
く
ま
で
「
休
戦
」
で
あ

り
、
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
両
国
は
戦
争
状
態

に
あ
る
。 

 

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
な
ど
軍
備
増
強
と
様
々
な
軍
事
的
挑

発
、
そ
し
て
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
な
ど
の
危
険
な
国
家 

                   

犯
罪
を
繰
り
返
し
た
金
日
成
主
席
・
金
正
日
委
員
長
の
死
去

後
、
北
朝
鮮
の
政
権
を
掌
握
し
た
金
正
恩
委
員
長
も
核
開
発

を
強
行
し
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
繰
り
返
し
た
。
こ
う
し

た
北
朝
鮮
の
軍
備
増
強
・
軍
事
的
挑
発
に
抗
す
る
か
た
ち
で
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
空
母
打
撃
群
を
朝
鮮
半
島
近
海
に
派
遣

し
、
さ
ら
に
戦
略
爆
撃
機
を
朝
鮮
半
島
上
空
で
飛
行
さ
せ
る

な
ど
し
て
、
昨
年
に
は
米
朝
が
一
触
即
発
の
状
態
と
な
っ
た
。 

日
本
で
も
安
倍
総
理
は
北
朝
鮮
危
機
を
煽
り
立
て
、「
国
難

突
破
」
を
大
義
名
分
と
し
た
解
散
総
選
挙
を
行
い
、
地
上
イ

ー
ジ
ス
な
ど
米
国
製
兵
器
を
大
量
購
入
し
た
他
、
国
連
で
金 

 
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
の
実
現
を
歓
迎
す
る 

ー
安
倍
総
理
は
こ
れ
ま
で
の
対
北
朝
鮮
外
交
を
総
括
せ
よ
ー 

 

1部 1000円 

（別途送料 160円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
の
実
現
を
歓
迎
す
る
―
安
倍
総
理

は
こ
れ
ま
で
の
対
北
朝
鮮
外
交
を
総
括
せ
よ
―
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】
『
倭
姫

命
世
記
』
を
読
み
解
く
⑮
「
一
書
に
曰
は
く
」
と
伊
勢
神
道
書
（
柳
凛
）
…
４
／
活
動

報
告
…
６
／
【
記
録
沖
縄
戦
】
④
軍
民
・
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研

究
会
「
棒
兵
隊
」）
…
１
２
／
【
談
話
室
】
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
基
地
で
働
き 

基
地
と
闘
う 

沖
縄 

上
原
康
助
の
苦
悩
」（
高
井
七
海
）
…
１
９
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
２
０ 

 神
苑
の
決
意 

主
筆 

木 

川 

智 


